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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。
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特 集

特
定
非
営
利
法
人

U
N
i
S
O
N
キ
ノ
コ

に
じ
い
ろ
ク
ラ
ブ

　令和元年５月に開所し、作業療法士や音楽療法士を中心に発達に関する専門性を持った職
員が子どもたちの早期療育を行い、発達に特性がある子どもたちと、その家族をサポートしてい
ます。音楽療法を取り入れているのは、大島郡内では当所のみであり、令和２年９月から、家庭
でもできるホームプログラムを推奨・提案する等、今後の取り組みも期待。

2広報いせん  令和 3 年 3月号（No.362）

伊仙町より 3 団体が
“あまみ地域づくり褒賞”
                       を授与
　令和2年度「あまみ地域づくり褒賞」が決定し、対象11個人団体のうち、伊仙町からは「特
定非営利法人UNiSONキノコにじいろクラブ」「株式会社徳之島ビジョン」「株式会社モス
ク・クリエイション」の３団体が授与されました。
　今後とも、各団体のみなさまの共生・協働による地域社会づくりに向けてのさらなるご活
躍を期待します。

「あまみ地域づくり褒賞」とは…
　平成22年に策定した「奄美地域将来ビジョン」が目指す「人と自然が共生する癒し・活力・結いの島
づくり」の実現に向けて貢献され、功績が顕著である個人・団体を褒賞するために、創設。

功績概要



株
式
会
社

モ
ス
ク
・

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

株
式
会
社

徳
之
島
ビ
ジ
ョ
ン

　平成30年9月にサテライトオフィス「伊仙町オフィス」を開設し、地元住民を雇用するととも
に、徳之島３町の地域おこし協力隊と協力して、フリーペーパー『ほっとくの』（日本地域コンテ
ンツ大賞2020の観光部門で優秀賞受賞）を発刊し、徳之島内外へと幅広く島の情報を発信す
る等、地域の活性化に貢献。

　町内の光ファイバー網の管理保守をはじめ、徳之島全域の光インフラの発展に寄与するとと
もに、直売所「百菜」の運営、島内全戸に毎週無料で配布している「水曜ガイド」の発行、PC教
室やセミナーの開催等、地域の活性化に貢献。
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功績概要

功績概要
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第9回
い
せ
ん
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

           「
凧
揚
げ
大
会
」を
開
催

01
23

　

伊
仙
町
立
喜
念
小
学
校
体
育
館
に
て
今
年

度
第
9
回
目
と
な
る
、
い
せ
ん
親
子
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
「
凧
揚
げ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
行

い
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
勢

16
名
が
参
加
し
、
竹
ひ
ご
や
障
子
紙
を
材
料

に
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
自
分
だ
け
の
凧
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
の
心
配
を
し
な
が
ら
凧
作

り
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
完
成
が
近
づ
く
に

つ
れ
雨
雲
が
無
く
な
り
完
成
し
た
頃
に
は
太

陽
が
出
始
め
晴
天
の
中
で
凧
揚
げ
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
は「
コ
ー
ヒ
ー
収
穫
焙
煎
体
験
」を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

宮
出
さ
ん(

伊
仙
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊)

と
徳
之
島
高
校

01
27

　
「
令
和
２
年
度
総
合
的
な
探
求
の
時
間 

成
果

発
表
会
」に
お
い
て
、伊
仙
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
宮
出
さ
ん
と
徳
之
島
高
校
２
年
生
の

ラ
ボ「
コ
ー
ヒ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
・cooking

」

が
取
り
組
ん
で
き
た「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
の
成
果
発
表
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
は
、

高
校
生
８
名
が
宮
出
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
園
で
、

栽
培
技
術
や
工
程
を
体
験
し
な
が
ら
、
栽
培
す

る
過
程
で
廃
棄
さ
れ
る
葉
や
花
等
か
ら
新
た

な
商
品
を
作
り
出
す
研
究
と
な
っ
て
お
り
、高

校
生
な
ら
で
は
の
視
点
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
の

出
が
ら
し
を
発
酵
堆
肥
へ
、
コ
ー
ヒ
ー
の
花

を
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
、葉
や
果
皮
を
お
茶
や
ス

イ
ー
ツ
に
す
る
等
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

コーヒーの花を使ったアクセサリー



島
興
師(

し
ま
お
こ
し)

た
ち
に

    

よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

02
14

吉玉 誠一さん西村 千尋さん

5 広報いせん  令和 3 年 3月号（No.362）

さ
と
う
き
び
春
植
え
出
発
式

02
05

　

伊
仙
町
糖
業
振
興
会
主
催
に
よ
る
、

2
0
2
1
年
サ
ト
ウ
キ
ビ
春
植
え
推
進
運
動

出
発
式
が
開
催
さ
れ
、関
係
機
関
や
農
家
等

約
30
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
町
長
を
始
め
、J
A
あ
ま
み
徳
之

島
事
業
本
部
の
平
山
統
括
理
事
や
南
西
糖
業

(

株)

常
務
で
あ
る
新
美
徳
之
島
事
業
本
部

長
か
ら
は
、早
期
植
え
付
け
に
よ
る
単
収
向

上
、な
ら
び
に
目
標
面
積
3
0
0

ha
達
成
を

目
指
し
、計
画
達
成
に
よ
る
増
産
等
に
期
待

す
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
、
目
標
達
成
に
向

け
て
参
加
者
全
員
で
の
「
が
ん
ば
ろ
う
」
三

唱
で
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
主
催
に
よ
る

「
島
サ
バ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
G
C
D(

ガ
シ

ド)

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
並
び
に
奄
美
群
島
民

間
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
見
本
市
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
で
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

い
る
７
名
の
方
々
が
島
興
師
と
し
て
登
壇
さ

れ
、
伊
仙
町
か
ら
は
西
村 

千
尋
さ
ん(

伊
仙

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊)

と
吉
玉 

誠
一
さ
ん

(

徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
会 

会
長)

の
２

名
が
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
や
今
後
の

展
望
等
、参
加
者
た
ち
へ
自
身
の
溢
れ
る
熱

い
思
い
を
プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
伊
仙
町
で
は
広
域
事
務
組
合
と
協

力
し
、
各
島
々
や
当
町
か
ら
新
た
に
活
躍
さ

れ
る
人
材
に
対
す
る
活
動
等
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。



INFORMATION
各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。
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⃝

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

⃝

徳
之
島
保
健
所

令
和
3
年
4
月
か
ら
改
正
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

鹿
児
島
県
の
高
齢
化
率
は
全
国
平
均
を
は

る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、
健
康
で
就
労
を
希

望
さ
れ
る
高
年
齢
者
も
多
く
お
ら
れ
る
中
、

人
手
不
足
の
情
勢
も
相
ま
っ
て
高
年
齢
者
の

労
働
力
活
用
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

高
年
齢
者
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律(

昭
和
46
年
法
律
第
68
号)
が
改
正
さ
れ
、

令
和
3
年
4
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
内
容

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

●
現
行
制
度
で
は

①
65
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ

②
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

(

特
殊
関
係
事
業
主(

子
会
社
・
関
連

会
社
等)

に
よ
る
も
の
を
含
む)

③
定
年
廃
止
、の
い
ず
れ
か
の
措
置
に

よ
り
65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
前
提
と
し
て

●
改
正
法
で
は

①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ

②
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

(

特
殊
関
係
事
業
主
に
加
え
て
、他
の

事
業
主
に
よ
る
も
の
を
含
む)

③
定
年
廃
止

④
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、

70
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託
契
約

を
締
結
す
る
制
度
の
導
入

⑤
高
齢
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、70
歳

ま
で
継
続
的
に「
事
業
主
自
ら
実
施

す
る
社
会
貢
献
事
業
」ま
た
は「
事
業

主
が
委
託
、出
資(

資
金
提
供)

等

す
る
団
体
が
行
う
社
会
貢
献
事
業
」

に
従
事
で
き
る
制
度
の
導
入
、の
い

ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
努
力
義
務

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
！

　

鹿
児
島
県
で
は
、
毎
年
3
0
0
人
近
い
方

が
、自
殺
で
そ
の
尊
い
命
を
絶
つ
と
い
う
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

自
殺
は
、そ
の
多
く
が
精
神
的
に
追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
で
す
。
自
殺
は
特
別
な
人

が
特
別
な
理
由
で
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
問

題
で
す
。
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、表
情

が
暗
く
な
っ
た
り
、飲
酒
量
が
増
え
た
り
、

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
家
族
や
友
人
の
様
子
が
、「
い

つ
も
と
違
う
」と
気
付
い
た
ら
声
を
か
け
、

話
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
る
人
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て
い
た

ら
、
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
様
々

な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
相
談
窓
口
も
相

談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

　

T
E
L
  :  

0
9
9
7-

5
2-

4
6
1
1

■
お
問
い
合
わ
せ

　

徳
之
島
保
健
所

　

T
E
L
  :  

0
9
9
7-

8
2-

0
1
4
9

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

子
育
て
支
援
課

　

T
E
L
  :  

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
72
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

子
育
て
支
援
課

　

T
E
L
  :  

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
72
）

    

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

    

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

が
設
け
ら
れ
ま
す(

④
、⑤
の
雇
用

以
外
の
措
置
に
つ
い
て
は
、労
働
者

の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
等
の
同
意

を
得
た
う
え
で
導
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す)

。

⃝

子
育
て
支
援
課

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

地
域
で
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

「
母
子
保
健
推
進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
応
援
団
と
し
て
、一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
主
な
活
動
内
容

・
乳
幼
児
健
診
や
各
種
教
室
の
補
助

・
定
例
会
等
へ
の
参
加
等

●
応
募
資
格

・
母
子
保
健
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
、実

際
に
活
動
で
き
る
方
、専
門
的
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

義
務
教
育
就
学
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
に
対
し
、
児
童
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
対
象
年
齢

・
医
科
・
歯
科
と
も
義
務
教
育
就
学
時
ま

で（
6
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
の

最
初
の
4
月
1
日
か
ら
15
歳
に
達
し
た

日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

　

母
子
・
父
子
家
庭
等
の
方
々
の
生
活
の

安
定
と
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
に
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

●
対
象
者

・
伊
仙
町
に
住
所
を
有
し
、配
偶
者
の
い

な
い
母
又
は
父
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

で
、
18
歳
未
満
の
児
童
（
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
父
又
は
母
及
び
児
童
、父
母
の
い
な

い
児
童
が
対
象
）た
だ
し
、所
得
状
況
に

よ
っ
て
は
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

●
助
成
額

・
健
康
保
険
等
の
対
象
と
な
っ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
し
た
額
で
す
。

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　

令
和
3
年
4
月
か
ら
、乳
幼
児
医
療
費
助

成
が
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
改
称
さ
れ
ま

す
。6
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
医
療
機
関
で
受

診
し
た
場
合
、そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
年
齢

・
医
科
・
歯
科
診
療
と
も
就
学
前
ま
で

（
6
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
）

●
助
成
額

・
健
康
保
険
等
の
対
象
と
な
っ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
し
た
額
で
す
。

　

令
和
3
年
4
月
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
給
付

が
子
ど
も
医
療
給
付
に
改
称
さ
れ
、
高
校
生

ま
で
年
齢
拡
大
さ
れ
ま
す
。
経
済
的
な
理
由

か
ら
受
診
を
控
え
る
こ
と
に
よ
る
症
状
の
悪

化
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
県

内
医
療
機
関
等
に
お
け
る
窓
口
負
担
を
な
く

す
制
度
で
す
。

●
対
象
年
齢

・
医
科
・
歯
科
診
療
と
も
就
学
前
ま
で

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
）
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　伊仙町のみなさん、こんにちは。地域おこし協力隊の宮出です。
　４月からは義名山体育館前の旧町営プールに活動拠点を移し、この３年間で培った
技術でお茶作り等の研究開発に取り組んでまいります。
　伊仙町がよりコーヒーの島になるよう、これからもがむしゃらに走り続けていく想い
です。近くにお越しの際は、いつでも気軽に声をかけて
下されば嬉しいです。
　これからも伊仙町民の一人として、活動していきま
すので今後ともご指導のほど、よろしくお願いします。

　伊仙町健康増進保健センターでは、各地域の健康づくり推進員さんと連携して、伊仙町の健幸づくりに取り組んでいます。
活動内容は健診の申し込み書回収や申し込み者への問診票配布、健診未受診者への声かけ等です。

伊仙町 移動図書館車にたくさんの
ネーミング応募ありがとうございました。

選 考 会 の 結 果
名 称 は 最 優 秀
2 作品の合作と
なりました。

　本を運ぶ、本箱、ぶっく（本）という意味を込めたのと、名称が可愛ら
しく愛される様なイメージをもってもらえるように。

　島のことわざに「花は匂い、人は心（はなやにおい、ちゅーやくくる）」
という言葉があります。
　心を育てる手助けのひとつが読書だと私は思います。
　伊仙町の子どもも大人もこれからもどんどん心が成長していくよう手助け
できる移動図書館車になればいいと願い、「心（kukuru）」とつけてみました。移 動 図書 館 車の 運

行は 2021 年度春を
予定しています。
楽しみにお待ちくだ
さい。

【募集地区】 上面縄東（2 名）、上面縄西（2 名）、東犬田布（1 名）
【任        期】 令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月

＊優秀賞＊
【夢みらい号】　奥 せりなさん（犬田布小 ３年生）

【あかひげ号】　西村 奈美子さん（伊仙町子育て支援課地域おこし協力隊）

＊最優秀賞＊
【 はこぶっく 】　齊藤 夕眞さん（宮崎県在住）

【 心 (くくる )（kukuru） 】　宮後 明子さん（徳之島在住）

地域おこし協力隊より

　こんにちは。地域おこし協力隊の石垣です。３月をもちま
して、任期が終了となります。
　２年間お世話になったみなさま、ありがとうございました。

　また、面縄のこーひーのお店にもたくさんの方に足を運んでいただき、感謝の気
持ちでいっぱいです。これからもパワフルな伊仙町の発展を願っております。
　本当にありがとうございました。

健康づくり推進員を募集しています♪

移動図書館車ネーミング決定！

～地域の方々の健康づくりのお手伝いをしてみませんか？～

地域の
健幸づ

くり

応援団

伊仙町中央公民館より

興味のある方は   健康増進課保健センター（☎ 86-2124）までご連絡ください
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町
民
の
み
な
さ
ま
、日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
の
前
に
、町
民
の
み
な
さ
ま
に
対
し
一

言
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
8
日
に
開
会
し
た
令
和
2
年
第
4
回
伊
仙
町
議
会

定
例
会
冒
頭
に
お
い
て
、議
長
の
辞
任
が
あ
り
、そ
れ
に
伴
い
後

任
の
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、諸
般
の
事
情
に
よ
り
辞
退
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

そ
の
後
の
議
会
の
空
転
を
ひ
き
起
こ
し
、12
月
17
日
ま
で
の
10
日

間
議
長
不
在
の
異
常
事
態
が
続
き
、議
会
に
お
け
る
議
案
審
議
が

完
全
に
停
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
、世
界
中
に
お
い
て
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が
伊
仙
町
内
に
お
い
て
も
初
め
て

確
認
さ
れ
、伊
仙
町
全
体
に
不
安
感
が
漂
っ
て
い
た
中
で
の
混
乱

で
あ
り
ま
し
た
。
議
会
議
員
と
し
て
の
本
来
の
職
責
で
あ
る
議
会

に
お
い
て
議
論
し
、決
定
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
ず
、
町

民
の
方
々
に
対
し
不
安
や
失
望
、さ
ら
に
は
怒
り
の
感
情
さ
え
生

じ
さ
せ
る
原
因
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
失
態
を
謙
虚

に
受
け
止
め
、今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
す
こ
と
な

く
、信
頼
さ
れ
る
議
会
議
員
と
な
る
よ
う
誠
心
誠
意
職
務
を
遂
行

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
も
っ
て

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
長
職
に
関
し
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、
美
島
議
長
、

明
石
議
長
が
就
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
生
経
験
豊
富
な
両
氏

が
懸
命
に
努
力
し
て
も
、な
か
な
か
議
会
内
に
お
け
る
対
立
構
造

の
解
消
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
現
状
の
中
に
お
い

て
私
が
議
長
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、簡
単
に
は
こ
の
根
深
い

対
立
が
解
消
す
る
わ
け
で
も
な
く
、逆
に
よ
り
悪
化
し
て
し
ま
う

可
能
性
す
ら
あ
る
と
の
危
惧
さ
え
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
長
就
任
に
あ
た
り
、議
員
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
態
度
を
振
り
返
り
、

自
戒
の
念
を
込
め
て
の
お
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、議
案
を
審
議
・
採
決
し
、決
定
す
る
に
あ
た
り
、常
に
「
伊

仙
町
全
体
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

ま
た
、町
民
生
活

の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
こ
の
視
点
を
忘
れ
ず

に
議
案
審
議
に
臨
み
、そ
し
て
正
常
な
形
で
の
審
議
結
果
を
残
し

て
閉
会
す
る
。
こ
う
い
っ
た
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
が
議
会
議
員
と
し
て
向
き
合
う
の
は
、
町
長
で
も
な
く
、

対
立
陣
営
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
提
出
さ
れ
た
議
案
を
議
会
の
観

点
に
お
い
て
、そ
の
先
に
あ
る
町
民
生
活
の
向
上
に
焦
点
を
当
て

て
判
断
、
決
定
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、激
し
い
議
論
の
対
立
は
あ
る

だ
ろ
う
し
、又
こ
の
激
し
い
議
論
の
対
立
が
あ
る
こ
と
は
、あ
る

意
味
健
全
な
議
会
だ
と
も
思
い
ま
す
。
そ
し
て
対
立
し
た
と
き

に
こ
そ
、自
分
た
ち
の
主
張
の
み
を
繰
り
返
し
た
り
、姑
息
な
手

段
を
使
っ
た
り
、投
げ
や
り
に
な
っ
た
り
、無
関
心
に
な
っ
た
り

せ
ず
、真
摯
に
向
き
合
い
伊
仙
町
全
体
の
利
益
や
、町
民
生
活
の

向
上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
見
つ
め
な
お
す
努
力
を
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、プ
ロ
セ
イ
ン
と
い
う
国
の
礎
を
築
い
た
ビ
ス
マ
ル

ク
と
い
う
政
治
家
の
言
葉
に
「
政
治
と
は
妥
協
の
産
物
で
あ
る
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
使
わ
れ
方
が
あ
り
賛
否
の

分
か
れ
る
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、政
治
に
携
わ
る
人
間
と
し
て

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

　

互
い
の
主
張
が
相
容
れ
な
い
と
き
に
は
、再
度
相
手
の
主
張
を

冷
静
に
判
断
し
、落
と
し
ど
こ
ろ
を
模
索
す
る
努
力
を
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、審
議
拒
否
や
流
会
を
繰
り
返
し
た
議
会
と

は
決
別
し
、正
常
な
議
会
へ
と
軌
道
修
正
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
、議
長
と
し
て
中
立
公
正
な
立
場
を
貫
き
、正
常
な
議
会

運
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、私
た
ち
14
名
の
議
会
議
員
と
し
て
の
任

期
も
残
り
約
1
年
で
あ
り
ま
す
。
年
齢
や
社
会
経
験
、こ
れ
ま
で

の
生
き
方
や
考
え
方
、そ
れ
ぞ
れ
違
う
仲
間
が
不
思
議
な
縁
で
議

会
議
員
と
し
て
集
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
残
さ
れ

た
1
年
を
、多
く
の
町
民
の
利
益
に
な
る
こ
と
、そ
し
て
、こ
の
先

伊
仙
町
を
引
っ
張
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
若
者
や
、故
郷
を
離
れ
て

頑
張
っ
て
い
る
出
身
者
が
ど
う
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
ま
で
考
え
た
議
員
活
動
を
行
い
、今
後
、そ
れ
ぞ
れ
が
議

会
活
動
か
ら
身
を
引
き
、自
分
自
身
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
と
き

に
、「
あ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
議

会
活
動
は
、激
し
い
議
論
や
対

立
も
あ
っ
て
批
判
さ
れ
る
こ

と
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、伊

仙
町
の
役
に
立
つ
こ
と
も
数

多
く
行
え
た
」
と
誇
り
を
持
て

る
よ
う
な
議
会
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

は
な
は
だ
生
意
気
で
失
礼

で
批
判
が
ま
し
い
こ
と
も
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、以
上
が
こ

の
た
び
の
議
長
就
任
に
際
し
、

現
在
、私
が
考
え
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
、議
長
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

伊
仙
町
議
会
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

令
和
3
年
3
月  

伊
仙
町
議
会
議
長
　
福
留 

達
也



町長の動き
月日 行事 場所

1/19（火） 国土強靭化地域計画検討委員会

伊仙町20（水） 伊仙町高齢者福祉計画及び第 8 期介護保険事業計画
第 2 回策定委員会

22（金） 樟南高校理事長 来庁

26（火） 鹿児島県難病対策推進協議会 鹿児島市

28（木） 徳之島用水土地改良区 来庁
伊仙町

29（金） 議会全員協議会

30（土） 令和 3 年産徳之島地域赤土
新ばれいしょ「春一番」出発式 徳之島町

2/1（月）

全体朝礼
伊仙町

徳之島コーヒー生産者ウェブ会議

第 8 回奄美保健医療圏地域医療構想調整会議 奄美市

3（水）
令和 2 年度地方自治振興促進懇談会及び町村長研修会

鹿児島市
塩田鹿児島県知事訪問

4（木）
南西糖業 来庁

伊仙町

鹿児島運輸支局次長 来庁

5（金）
春植え出発式

令和3年第1回臨時会

8（月）
ソフトバンク 来庁

区長会

9（火） 徳之島ビジョン 来庁

10（水） 令和2年度第7回徳之島愛ランド広域連合管理者会議

12（金）

社会福祉法人 南恵会 糸木名事業所地鎮祭

農村環境計画策定委員会

㈱南西テレワーク及びオムロン㈱ 来庁

14（日） 島サバクリエイディヴGCDトークショーin伊仙町

15（月）

広域連合清掃事業審議会

奄美群島農業農村整備事業推進協議会と
県農政部との意見交換会

伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

清水果樹園による
名田タンカン出発式

9 広報いせん  令和 3 年 3月号（No.362）

　鹿児島県園芸振興協議会徳之島支部果樹部会を始めとする徳
之島３町のタンカン生産者より、新型コロナウイルスの感染防止等
の対応で、ご尽力いただいている島内 8 施設へ、島内で丹精を込
めて育てられ生産された約 190kg のタンカンが贈呈されました。
　町内では「伊仙クリニック」へ、伊仙町だけでなく徳之島全体の
医療確保し、感染防止にご尽力されていることへの労いと感謝を
込め、手渡されました。
　これからも町民全員で医療従事者や島の医療を守り、家族や
友人、またふるさと( シマ ) を守るため、感染症対策へのご理解、
ご協力をよろしくお願いいたします。

医療従事者へタンカンの贈呈

　清水果樹園による名田タンカン出発式が 2/5 に開催され
ました。今期は年末年始の低温や強風等の影響で落葉等が
多くみられていますが、清水果樹園のタンカンは気候等によ
る大きな影響を受けず、鮮やかな色づきで出発式を迎えるこ
とができました。
　清水果樹園のタンカンは、ふるさと納税の返礼品としても
ご協力いただいており、大変ご好評をいただいております。
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2021
年

 3
月

号
令

和
3

年
 3

月
1日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

戸
籍
の
窓

わが町のアイドル募集！

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに住所・氏名・お子様又はご長寿様のお名前（ふりがな）・
年齢・電話番号・簡単な PR 文を添えて、写真を未来創生課広報係まで
お持ちください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

水
本

遥は
る
や也

水
本

大
気

西
犬
田
布

● 

清
水

か
れ
ん

清
水

隆
也

崎
原

　 

□
□

□
□

□
□
□
□
□

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
検
福

政
屋 

頼
子
さ
ん

（
亡  

政
屋 

常
彦
さ
ん
）
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人口の動き
（2021 年 1 月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,542 人

男 3,321 人

女 3,221 人

世帯数 3,474 世帯

出生 5 人

死亡 17 人

転入 39 人

転出 13 人

有限会社 伊仙カーシティー

住 所 伊仙町伊仙 1551-1

T E L 86-4977

長寿・子宝日本一の町！

平山 依
い よ り

和くん（1歳3ヵ月）

 いつも元気な
依和くん

毎日癒しをありがとう。
これからもすくすく

大きくなーれ！


